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「こども文学論」における学生の理解と取り組みに関する考察
A Study of Student’s Understanding and Activities  
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になるが、受講学生は講義の最終回で実施す
る試験対策として学習する姿勢が目立ち、講
義内での意欲の向上はあまり認められなかっ
た。学生らの意識の中に「講義がつまらない」、
「関心がないことばかりを教える」という思
いがあるようである9）。講義を実施してみて、
多くの学生に興味・関心を持つことができる
ような講義づくりを今後意識していかなけれ
ばならないと改めて感じることになった。
Ⅳ．「こども文学論」と保育実習との関連
　「こども文学論」の講義内では、講義のみ
ならずグループワークを取り入れている。2
人１組での絵本の読み聞かせ、簡単なペープ
サートを取り扱った劇、絵本作りなどグルー
プのメンバー同士で確認させている。絵本の
読み聞かせでは学生に2人ぺアを組ませ、保
育者役と幼児役を決定し、保育者役の学生が
幼児役の学生に対し読み聞かせを行い、感想
や意見などを互いに述べ合ようにし、技術の
向上に努めさせていた。学生らも意欲的に取
り組み、相乗効果も見受けられた。
　第10回から第11回の講義時にとりわけ教材
研究を行わせたことがある。教材研究ではこ
れまでに、季節を考えながらそれにふさわし
いもの、ペープサートやでんでん太鼓などは
実際に制作させたことがあったので、彼らが
実習に持参する学生も少なくなかった。なか
には制作の苦手な学生も存在するため、意欲
が持てず、集中力がきれてしまい、友人とお
しゃべりをしたり、制作時間がほかの学生以
上にかかり、取り掛かるのも遅いこともある
ため、うまい下手を度外視し、「これこそ、自
分のもの」と思われるものをつくらせるよう
にしている。
　また制作を楽しみにしている学生も多く、
工夫を凝らしたりすることがある。時間がな
かなか当てることができないという課題も見
られるが、今後もこのような形で指導を徹底
しようと考える。
　かくして「こども文学論」は、実習につな
がる講義として、保育実習と組み合わせなが
ら行っている。また僅少であるが、学生各自
でボランティアに行く者も存在することもあ
るため、「こども文学論」で実施した絵本の読
み聞かせのほか、時間を見つけては、手遊び、
伝承遊び等についても実習前に取り組ませて
いる。絵本の読み聞かせや手遊び、伝承遊び
等の習得は、講義の時間の経験だけで十分対
応できるものではない。学生には、時間を見
つけて取り組むよう声がけしている。
　将来、彼らが保育現場に出ることもあるこ
とを想定し、この経験をおおいに活用してい
る。いずれにせよ実習にいきるものとして有
効であることがうかがえる。
Ⅴ．受講学生の意見と気づき
　「こども文化論」の講義を通して、受講学
生らの多くは、講義に関心が持てていない状
況にあり、そもそも本を読むという習慣がつ
いていないことがうかがえた。児童文学作品
などは文章が長いことから煩わしいものに捉
えられている可能性がある。またマンガのよ
うに娯楽雑誌を通じて、自らが楽しめる雑誌
に気持ちが流れている傾向にあることもいえ
よう。関心が持てないため、大学図書館にも
足を運ぶことをしないだけでなく、自ら購入
して読もうとも思わないということである。
ところが、絵本や児童書となれば、授業での
ボランティア活動や保育実習を通じて保育現
場を経験することになるために、必然的に子
どもに対して絵本の読み聞かせが求められ
る。絵本を読めば、次第に絵本のレパートリー
は増えていく。絵本の知識は身に付けること
ができるし、絵本の読み聞かせや絵本を作る
ことなどへの気持ちが高まることになる。「こ
ども文学論」の講義の在り方については、学
生の意欲の向上を図るためには、今後も講義
担当者自身が幾度も試行錯誤を繰り返しなが
ら、行うことになるであろう。学生にとって
の「こども文学論」がどうあるべきかを真剣
に考えなくてはならない。
9） 受講学生A、受講学生Bの言葉。
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Ⅵ．おわりに―児童文化財を取り入れた「こ
ども文学論」―
　児童文化財については昨今、「幼稚園教育要
領」「保育所保育指針」において記述が散見さ
れるようになり、児童文化財の活用は保育実
践には欠かせないものとなった。児童文化財
を活用した保育実践が、単に絵本の読み聞か
せだけに留まってしまうものではない。「幼
児期の終わりまでに育ってほしい姿」との関
わりから効果的な活用にあっては、児童文化
財それぞれの特性を理解し、その技術や方法
を習得するだけではなく、各児童文化財の性
格にふさわしい内容を選ぶよう吟味する必要
がある。その児童文化財の活用によって､子
どもの何が育ったのか、何ができるように
なったのか。子どもの主体的な関わりはどう
であったのか、今後どのように進めていくの
かなどである10）。
　「こども文学論」の講義は、将来保育実習
に出ることになる学生らに対し保育実践の経
験を積みたいという思いから行った。講義内
では「子ども文化論」の内容である児童文化
財の種類や特徴、効果的な使用方法を教え、
保育実習につながるように努めている。その
ため、本来の児童文学に関する内容を教える
機会が少なくなる懸念があるのは事実であ
る。今後は学生が積極的、意欲的に講義に参
加できるよう、児童文学の重要性を認識させ
るため、関心を持たせながら文学の大切さを
伝えることが重要である。
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